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	 			2	輝け！！	うんなんのスポーツ
 6　うんなん日和	 	 	  9　わが家のホープ
10　雲南病院だより	 	 14　こんにちは保健師です ほか
16　市役所からのお知らせ ほか	 28　２月イベント情報 ほか

特	

集

トップアスリートと『夢発見』野球教室での様子（４ページに記事掲載）

消防出初式での一斉放水（８ページに記事掲載）



■
陸
　
上

■

■

　近年、世界で活躍する日本人選手が増える中、雲南市でもスポーツが活発に行われています。
　市で開催された、世界レベルのトップアスリートによる指導の様子と、世界をめざすジュニア
アスリートたちの活躍、そして現在行っている雲南市のスポーツ振興について紹介します。

　近年、世界で活躍する日本人選手が増える中、雲南市でもスポーツが活発に行われています。
　市で開催された、世界レベルのトップアスリートによる指導の様子と、世界をめざすジュニア
アスリートたちの活躍、そして現在行っている雲南市のスポーツ振興について紹介します。

注目のジュニアアスリートたち

グ
ン
リ
ス
レ

うんなんのスポーツ

　
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
週

３
回
行
わ
れ
て
い
る
レ
ス
リ
ン
グ
教

室
で
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
す
る
４
人

は
、
県
外
大
会
や
合
宿
な
ど
で
経
験

を
積
み
、
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
で
好
成
績
を
収
め
て
お
り
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
選
手
に
成

長
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
行
わ
れ
る
小
学
校
４
年
生

以
上
が
対
象
の
「
全
国
少
年
少
女
選

抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
へ
、

鳥と
り

目め

裕ゆ
う

太た

さ
ん
、黒く
ろ

田だ

佳か

り

ふ
吏
夫
さ
ん
、

小お

の野
正ま
さ

之の

助す
け

さ
ん
が
出
場
す
る
予
定

で
、
３
人
の
メ
ダ
ル
獲
得
が
大
き
く

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
東
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の

主
将
で
、
島
根
県
選
抜
チ
ー
ム
の

キ
ャ
プ
テ
ン
も
務
め
る
捕
手
の
女め

鹿か

田だ

千ち

紘ひ
ろ

さ
ん
が
、
中
学
生
女
子
日
本

代
表
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
県
の
推
薦
を
受
け
中
国
地
区
の
選

考
会
を
経
て
、
昨
年
11
月
に
日
本
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
行
っ
た
全
国
女

子
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
中
央
研
修
会
に
参

加
。
約
60
人
の
候
補
者
か
ら
日
本
代

表
メ
ン
バ
ー
17
人
の
１
人
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
女
鹿
田
さ
ん
は
、
１
月
中
旬
か
ら

他
の
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
、
東
京
で
の
練
習
を
経
て
台
湾
遠

征
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
東
中
学
校
陸
上
部
の
井い
の
う
え上

　
舞ま
い

さ
ん
は
、小
学
校
５
年
生
か
ら
本
格
的

に
陸
上
を
始
め
、雲
南
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

ク
ラ
ブ
に
所
属
、
中
学
校
で
は
陸
上

部
で
幅
跳
び
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、昨
年
の
島
根
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
で
は
２
位
、国
体
予
選

で
は
見
事
優
勝
し
、国
体
陸
上
競
技
少

年
Ｂ
女
子
走
幅
跳
の
県
代
表
選
手
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。長
崎
が
ん
ば
ら
ん

ば
国
体（
長
崎
県
）で
は
残
念
な
が
ら

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、全
国
の
強
豪

を
相
手
に
堂
々
と
競
技
し
、
大
き
な

舞
台
で
の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
１
月
に
岡
山
県
で

行
わ
れ
た
、
次
の
国
体
へ
向
け
た
陸

上
競
技
の
強
化
合
宿
に
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

長崎がんばらんば国体の様子

練習風景 Yu-Gaku加茂スポーツクラブ所属　（左から）鳥目裕
太さん（加茂小学校５年）、黒田佳吏夫さん(加茂小学
校５年)、小野正之助さん(松江市・内中原小学校5年)、
小野こなみさん（松江市・内中原小学校2年）

女鹿田千紘さん
（大東中学校2年・ソフトボール部）

井上　舞さん
（大東中学校3年・陸上部）

練
習
風
景
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ソフトボール

レ
ス
リ
ン
グ

トップアスリートによる指導

　　

「めざせ！オリンピック！

　レスリングが楽しくなる教室」「めざせ！オリンピック！

　レスリングが楽しくなる教室」

「北京オリンピック金メダリスト
「北京オリンピック金メダリスト

上野選手・山本選手 ソフトボール教室」
上野選手・山本選手 ソフトボール教室」

嘉戸  洋さん

　
11
月
22
日
～
23
日
、
島
根
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
主
催
の
事
業
「
レ
ス
リ
ン
グ
が
楽

し
く
な
る
教
室
」
が
、
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県
内
外
の
幼
年
か

ら
中
学
生
ま
で
81
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
７
位
、世
界
選
手
権
準
優
勝
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ
の
経
験
を
も
つ
環
太
平
洋
大
学
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部
監
督
の

嘉か

戸ど

　
洋ひ
ろ
しさ
ん
と
同
大
学
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部
11
人
の
み
な
さ
ん
。

　
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
基
礎
や
新
し
い
技
術
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。

　
11
月
29
日
、
加
茂
中
央
公
園
野
球
場
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
ｕ

－

Ｇ
ａ
ｋ
ｕ
加
茂
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
雲
南
地
域
に
お
い
て
盛
ん
な
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
に
焦
点
を
あ
て
、

市
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
市
報
1
月
号
「
う
ん
な

ん
日
和
」
掲
載
）

　
講
師
は
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
投
手
で
、
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
上う

え
野の

由ゆ

き岐
子こ

さ
ん

と
、同
じ
く
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
1
番
サ
ー
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
山や
ま
も
と本

　
優ゆ
う
さ
ん
。

　
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
愛
好
家
た
ち
が
参
加
し
、
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
投
球
や
打
撃
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
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野球

白根選手（左）と福山選手（右）

　

「トップアスリートと

　　　『夢発見』野球教室」
「トップアスリートと

　　　『夢発見』野球教室」

うんなんのスポーツ振興

　
12
月
14
日
、
雲
南
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

市
体
育
協
会
等
に
よ
る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
　
田た

中な
か
久ひ
さ
た
か隆

さ
ん
）が
主
催
し
た
野
球
教
室
が
木
次
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

市
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
１
５
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
現
在
プ
ロ
野
球
選

手
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
、
雲
南
市
大
東

町
出
身
の
東
北
楽
天

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
の
福ふ

く
や
ま
ひ
ろ
ゆ
き

山
博
之
さ

ん
と
松
江
市
出
身
の

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
の
白し
ら
根ね

尚な
お

貴き

さ
ん
か
ら
、
守
備

と
打
撃
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
等
、

体
の
不
自
由
な
方
の
健

康
維
持
の
た
め
に
も
ス

ポ
ー
ツ
が
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、「
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
」
な
ど

生
活
習
慣
の
習
得
と
と

も
に
、
幼
児
期
に
お
け

る
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
も
、
生
涯
に
わ

た
る
体
力
・
健
康
の
基

礎
と
な
る
も
の
と
し
て

重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」

を
合
言
葉
に
、
市
で
は
「
生
涯
に
わ

た
っ
て
親
し
む
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
」
を
め
ざ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
、
体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
様
々
な
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
、
社
会
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
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農林水産業の組織リーダー表彰を受賞

　農林水産業の発展をめざし、地域の中心となって活躍する経営
体や活動組織のリーダーへ贈られる「頑張っているリーダー」表
彰式が県庁知事室で行われ、７人が溝

みぞ

口
ぐち

善
ぜん

兵
べ

衛
え

県知事から表彰状
を受け取りました。
　雲南市からは、中四国地域第１号のエコファーマーとして安全
安心な農産物を生産されている有限会社 木村有機農園代表取締
役 木

き

村
むら

晴
はる

貞
さだ

さん（吉田町）が受賞されました。溝口県知事から表彰を受け取る木村代表

　木村さんは、道の駅「たたらば壱番地」で、産直市とレストランを経営され、産直市には市内多くの
生産者が農産物や加工品を出荷、６次産業化の推進や農業所得の向上につながっています。レストラン
では、地元産のそば粉にこだわった十割そばなど地域資源を活かしたメニューを展開され、現在は、全
国初となる米粉 100％からなる米粉麺の加工生産に成功、新たなメニューを試作され、全国米粉料理コ
ンテスト「米粉の名人料理グランプリ 2014」に出展し、現在、中四国地区決勝大会まで進出中です。
　こうした地域に根差した取り組みが、地域全体に波及効果をもたらすためのキーパーソンとして、木
村さんの手腕に今後も大きな期待が寄せられています。

４/1311/21

男女共同参画社会の実現に向けて

　昨年４月、速水市長から、雲南市男女共同参画推進委員会（会長 
吾
あ

郷
ごう

康
やす

子
こ

さん）に対し、「第２次雲南市男女共同参画計画 気づいて
築くうんなんプラン～雲南市ＤＶ防止対策計画～」の策定を諮問し、
同委員会は７回の審議を行い、速水市長に答申されました。
この答申を受け、これまでの第１次計画に「雲南市男女共同参画都答申書を速水市長へ渡す吾郷会長

市宣言文」及び「ＤＶ防止対策計画」を盛り込み、男女共同参画社会の実現をめざした第２次計画を３
月に策定する予定です。

４/1312/18

島根大学「中山間地域フィールド演習」
最終成果報告会開催 !!

　島根大学の学生が授業科目として取り組んだ「中山間地域
フィールド演習」の最終成果報告会が三刀屋交流センターで開
催されました。
　この演習は、学生が実際に地域に出かけ活動することで、地
域の課題解決や地域貢献について学ぶことを目的に平成24年度
から取り組まれています。 意見交換会の様子

12/14

　今年度は33人の学生が３～５人のチームに分かれ、市内９団体から受入の協力を得て、イベントの企
画立案や地域の歴史探索・課題研究を行った結果から提案を練り報告会で発表しました。後半のパネル
ディスカッションでは受入団体から「地域のＰＲにつながった」「地域の課題をよく理解して取り組ん
でくれた」「もっと主体的に取り組んで欲しい」などの意見がありました。また参加した学生は「普段
交流のない世代の方と交流でき、お互いに楽しく良い刺激を受け合えたと思う」などの感想を述べてい
ました。
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手作りおもちゃを披露する小田川さん

自身で手書きされた15年分のポスター
をバックに、感謝状と記念品の花を手
にする小田川さん

おはなしレストラン、
愛され続けて30回突破!!

　平成12年７月にスタートした
“ おはなしレストラン ” は、「おは
なしシェフ」小

お

田
だ

川
がわ

美
み

由
ゆ

紀
き

さん（佐
世小学校 学校図書館司書）を迎
え、木次図書館の主催で「ふゆ」
と「なつ」の年２回行っています。

４/13 12/21

　記念すべき30回目では、０~２歳児、３歳児以上、４歳児以上の３部
に分け、わらべうたや手遊び、ブラックパネルシアター、ストーリーテ
リングなど、０歳から大人まで 175 人が小田川シェフの彩り豊かな話に
魅了されていました。

かとうかなこと旅するクリスマスà ラメール12/21

　「音楽がつなぐ人・街・心実行委員会」（委員長　名
な

原
ばら

佳
よし

子
こ

さん）
の主催で、クロマチック・アコーディオン奏者　かとうかなこさん
と旅するクリスマスが、加茂文化ホールラメールで行われました。
　このプロジェクトは昨年の４月からスタートし、６月に掛合町松
笠交流センター・さくらおろち牧場、10月は大東町山王寺や市内の
幼稚園・小学校などでコンサートやワークショップを開催。まさに
音楽で人と地域がつながったプロジェクトとなりました。
　フィナーレのクリスマスコンサートでは、１部「かとうかなこカ

ルテットスペシャルライブ」と題し、公募で集まった市内の子どもから大人まで 16人の “ うんなんク
リスマス音楽隊 ” と一緒に心が踊るような楽しい演奏を披露し、２部では、「雲南発 ! 神楽×アコーディ

神楽×アコーディオンの世界

クリスマスマーケット会場の様子

オンの世界」として、深
ふか

野
の

神楽保存会（吉田町）と創作舞台を披露し、
伝統芸能とクロマチック・アコーディオンが融合したステージに、市
内外から訪れた観客200人は魅了されていました。
　コンサートのほか、会場では創り手の想いあふれる品々が並んだ
“ クリスマスマーケット ” も開催され、子どもたちはクリスマスツ
リー型の木のペンダントやクリスマスパーティーグッズを作るワーク
ショップを楽しんでいました。

桂
かつら

荘
そう

入浴者20万人達成
 12/20

宮川会長から記念品を受け取る磯部さん夫妻

　平成24年２月にリニューアルオープンした大東農村環境改善セン
ター「桂荘」の入浴者数が20万人となり記念イベントが行われました。
　記念すべき20万人目の入浴者となられた雲南市木次町の磯

いそ

部
べ

好
よし

子
こ

さ
んと司

つかさ

さん夫妻へ、海潮温泉桂荘運営委員会会長　宮
みや

川
がわ

　昇
のぼる

さんから
地元山

さん

王
のう

寺
じ

の棚田で取れた新米10㎏が贈られたほか、大
だい

黒
こく

舞
まい

が披露さ
れ来場者へ紅白餅が振る舞われました。
　磯部さんは、「この温泉は泉質も良く、開館以来１日おきに通って
います。入浴すると体が芯から温まって本当に心地よい」と語られました。
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を
期
待
し
ま
す

が
、
こ
こ
10
数
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
推
移
は

約
５
０
０
兆
円
と
横
ば
い
状
態
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
態
の
打
開
策
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
人
口
増
加
対
策
を
基
本
と
し
て
、
企
業
の
生
産
拠
点

の
国
内
回
帰
、
積
極
的
な
公
共
事
業
等
様
々
な
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
は
観
光
振
興
に
よ
る
国
外
か
ら
国

内
へ
の
、
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
口
移
動
に
よ
る
需
要

の
掘
り
起
こ
し
、
拡
大
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
日
本
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
、
地
方
が
元
気

に
な
っ
て
こ
そ
と
も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
国
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
地
方
創
生
事
業
は
そ
の
処
方
箋
で
す
。

　
い
よ
い
よ
３
月
ま
で
に
「
中
国
や
ま
な
み
街
道
」
と
命

名
さ
れ
た
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
が
尾
道
ま
で

全
通
し
、
し
ま
な
み
海
道
に
連
な
り
ま
す
。
近
畿
、
山
陽
、

四
国
、
九
州
方
面
か
ら
の
入
り
込
み
客
を
し
っ
か
り
雲
南

地
域
に
迎
え
入
れ
、
雲
南
圏
域
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
高
め
る
絶
好

の
機
会
が
到
来
し
ま
す
。
雲
南
創
生
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ

シ
ュ
と
し
て
、

雲
南
な
ら
で
は

の
食
・
歴
史
・

自
然
・
人
等
の

地
域
資
源
を

し
っ
か
り
堪
能

い
た
だ
く
取
り

組
み
を
、
な
お

一
層
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 ～

日
本
の
元
気
は
地
方
創
生
か
ら
～

市長コラム

平成27年雲南市民賀詞交歓会であいさつをする
速水市長

４/13 １/1

　今回39回目となる掛合町元旦マラソンが、市体育協会掛合支部の主

スタート直後の様子

挟長神社へ参拝する参加者のみなさん

駆け抜けろ‼第39回掛合町元旦マラソン

催で行われました。
　毎年元旦に行われるこのマラソン
は、掛合体育館前をスタートし、最
長３キロ先の挟

さ

長
なが

神社（掛合町掛合）
をめざして走ります。
　当日はあいにくの風雪でしたが、参加者全員が完走したあと、神社へ
参拝し今年一年の祈願を行いました。

　平成27年雲南市消防出初式が、三刀屋文化体育館アスパルで、多数
の来賓や三

み

浦
うら

省
しょう

司
じ

団長以下 1,284 人の団員参加のもと行われました。

表彰伝達を行う三浦団長

　式典で、速水市長は、「地域の安全安心を守るために、日夜献身的
にご尽力をいただいていることに対し、心から敬意を表しますととも
に、深く感謝申し上げます」と式辞を述べ、退団された元団員や昨年
島根県消防操法大会に出場した団員などへ感謝状や表彰状が贈られま
した。
　最後に三浦団長が「団員同士の絆を深め、さらなる消防団活動に取り組もう」と訓示を述べられました。
　式典終了後は、三刀屋川河川敷で、消防ポンプ車、小型ポンプが「放水はじめ」の合図にあわせ、一
斉に放水を行いました。

新春を飾る消防出初式
１/11
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わが家のわが家のわが家の

おめでとうおめでとう

２月で満１歳満１歳満１歳

良
ら な

梛ちゃん（木次町里方）
平成 26年２月７日生まれ
らなちゃん１歳おめでとう 　いつもみんな
を楽しませてくれてありがとう (*^ ^*)
思いやりのある優しい子に育ってね

杉
原
雄
太
さ
ん
・
典
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

陽
はるき

輝ちゃん（木次町里方）
平成 26年２月 13日生まれ
いつもにこにこ
癒し系のはるちゃん
優しい男の子に育ってね

幸
田
一
輝
さ
ん
・
優
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

凛
り こ

心ちゃん（木次町東日登）
平成 26年２月１日生まれ
りこの笑顔で皆もにっこり
生まれてきてくれてありがとう。
すくすく元気に育ってね

目
黒
　俊
さ
ん
・
知
恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

陽
はるね

音ちゃん（加茂町加茂中）
平成 26年２月 12日生まれ
お姉ちゃんのことが大好きな我が家の
天使、はるちゃん 　はるちゃんの
笑顔でみんな幸せだよ、ありがとう

坂
田
洋
一
さ
ん
・
千
枝
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

朝
あさと

斗ちゃん（大東町新庄）
平成 26年２月８日生まれ
あさちゃん、お誕生日おめでとう
晴
はる

太
た

兄ちゃんと仲良く、元気に大きく
なあれ

佐
藤
陽
一
さ
ん
・
昭
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

美
み う

羽ちゃん（木次町下熊谷）
平成 26年２月 16日生まれ
みうちゃん１歳おめでとう
かわいい笑顔にいつも癒されてるよ
お兄ちゃんと仲良くね

田
中
佑
樹
さ
ん
・
尚
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

草
そうすけ

介ちゃん（木次町宇谷）
平成 26年２月 17日生まれ
誕生日おめでとう。いつもニコニコの
そうちゃん 　お兄ちゃんと一緒に、
元気ですくすく大きくなあれ。

中
西
貴
昭
さ
ん
・
加
奈
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

愛
あいか

果ちゃん（三刀屋町坂本）
平成 26年２月 28日生まれ

あいちゃん、１歳のお誕生日おめ
でとぉ 　これからもたくさんの
可愛い笑顔をみせてね

谷
山
順
一
さ
ん
・
裕
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

３月で満１歳（平成26年３月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、

　　　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで２月６日(金)までに情報政策課へお送りください。
　【問】情報政策課☎0854-40-1015　

　※市ホームページにも市報うんなんを掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のホープ」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のホープ」係

E-Mail を送られる場合のあて
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のホープ」としてください。）
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
12
月
12
日
、
森
脇
医
師
、
安
原

看
護
師
、
勝
部
地
域
医
療
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
阿
用
小

学
校
で
５
年
生
・
６
年
生
16
人
を

対
象
に
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
を

行
い
、
縫
合
な
ど
の
体
験
や
地
域

医
療
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
し

た
。

　
前
半
の
体
験
で
は
、
医
師
と
看

護
師
の
指
導
の
も
と
、
医
療
器
具

や
練
習
用
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
用
し
、
注
射
や
縫
合
の
体
験
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て

見
る
医
療
器
具
に
緊
張
し
な
が
ら

も
積
極
的
に
体
験
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。ま
た
、聴
診
器
を
使
っ

て
友
達
同
士
で
心
臓
の
音
を
聞
く

体
験
も
し
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
地
域
医
療
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
医
師
・
看
護

師
不
足
の
現
状
や
雲
南
病
院
に
つ

い
て
、
ま
た
そ
こ
で
働
く
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
医
師・

看
護
師
不
足
の
問
題
が
心
に
残
っ

た
」「
医
師
・
看
護
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
、
雲
南
病
院
や
地
域
医
療
に
つ

い
て
興
味
を
も
つ
き
っ
か
け
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
当
院
が
阿
用

小
学
校
の
地
域
医
療
教
育
に
う
か

が
う
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
３

年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

雲
南
病
院
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い

く
一
歩
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事

業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▲地域医療の話をきく様子

▲看護師の話を聞く様子

▲縫
ほうごう
合体験 ▲聴診器体験

▲注射体験

阿用
小学校地域医療教育に
出かけてきました
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雲南病院だより

○まめネットとは
　まめネットは、島根県内の参加医療機関を相互につなぐ医療情報ネットワークです。
　まめネットは、平成26年11月現在、医療情報を提供する36の病院及び診療所と63の医療情報を閲覧する病院、
診療所、薬局及び訪問看護ステーションが参加しています。今後もまめネットが利用できる医療機関等は増えて
いきます。
　まめネットでは、患者さんの診療に関する情報を患者さんの同意の下、参加医療機関相互で共有することによ
り治療をスムーズに行うことができます。参加医療機関であっても患者さんが許可する医療機関でしか閲覧する
ことはできません。
　また、医療機関同士は専用回線でつながれているので患者さんの情報が外部へ漏れる心配もありません。

○まめネットに参加するには
　まめネットに参加するには、所定の参加同意書で参加の意思
表示をしていただく必要があります。参加申込をされると「ま
めネット」カードを発行いたします。
　当院でも総合受付窓口において参加の申込みができますので
お気軽に声をかけてください。　
【問い合わせ先】
　雲南市立病院　情報管理課　☎ 0854-43-2391

まめネットに参加しませんか ！！

当院は、しまね医療情報ネットワーク「まめネット」参加医療機関です。

◎まめネットについての詳細は下記まで問い合わせください。
NPO法人しまね医療情報ネットワーク協会　ホームページ　http://www.shimane-inet.jp

☎0853-22-8058（問い合わせ時間　平日9：00～ 17：00）
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雲南病院だより

　
12
月
10
日
、
ふ
れ
あ
い
病
棟
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
雲
南
市
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

グ
ル
ー
プ
『
キ
ラ
キ
ラ
雲
南
さ
く
ら
川
』
の
皆
さ
ん
に
お
越
し

い
た
だ
き
、「
荒
城
の
月
」「
下
町
の
太
陽
」
な
ど
を
演
奏
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出
す
よ
う
な
懐
か
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
が
響
き
渡
り
、
入
院
中

の
患
者
さ
ん
も
「
涙
が
で
る
ほ
ど
に
良
か
っ
た
」
と
語
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
演
奏
の
後
は
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

と
ト
ナ
カ
イ
が
登

場
し
、
入
院
中
の

皆
さ
ん
に
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
１
時
間
あ
ま
り

の
時
間
で
し
た

が
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、

少
し
元
気
に
、
若

返
っ
た
よ
う
な
笑

顔
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
病
院
職
員

有
志
で
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
„
サ
ウ
ス
　

ク
ラ
ウ
ド
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＂
に
よ

る
、
院
内
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
12
月
22
日
に
行
い
ま
し
た
。
今
回

も
「
て
ご
っ
人
（
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）」
の
皆
さ
ん
の
舞
台
設
定
に
よ

る
素
敵
な
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　「
荒
野
の
果
て
に
」
や
「
も
ろ
び

と
こ
ぞ
り
て
」
と
い
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
ら
し
い
雰
囲
気
の
合
唱
に
始
ま

り
、
ア
ニ
メ
映
画
„
ハ
ウ
ル
の
動
く

城
＂
に
使
わ
れ
た
哀
愁
漂
う
「
人
生

の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」、
讃
美
歌

で
あ
る「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
」

の
楽
器
演
奏
へ
舞
台
は
変
わ
り
、「
サ

ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く
る
」
の
演
奏

途
中
で
は
、
内
科
の
服
部
医
師
や
永

瀬
医
師
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

や
、
外
科
の
森
脇
医
師
扮
す
る
ト
ナ

カ
イ
が
登
場
し
、
会
場
は
一
気
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
色
々
な
思
い
を
抱
え
て
の
入
院
生

活
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん

へ
、
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
雪
だ
る
ま

を
心
ば
か
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

配
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
ゆ
き
」

や
「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」
を
会
場
の

皆
さ
ん
と
合
唱
し
、「
幸
せ
な
ら
手

を
た
た
こ
う
」
で
は
一
緒
に
体
も
動

か
し
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後

に
「
き
よ
し
こ
の
夜
」
を
合
唱
し
て

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
„
も
っ
と
聴
い
て
い
た
か
っ
た
＂

„
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
や
っ
て
ほ
し

い
＂
と
嬉
し
い
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
„
音
楽
を
通
し
て
笑
顔
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
＂
こ
の
想
い

を
胸
に
、
患
者
さ
ん
の
楽
し
み
や
癒

し
の
場
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲「キラキラ雲南さくら川」さんによる演奏

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
病
棟

　ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

▲サウス　クラウド　アンサンブルによる合唱

▲会場のみなさんと一緒に合唱

▲サウス　クラウド　アンサンブルによる楽器演奏

雲
南
市
立
病
院

　ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

雲
南
市
立
病
院

　ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
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２月 ・ ３月の開催日 ：

　　２月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

　　３月１３日 （金） ・ ２７日 （金）

病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり
情報交換・学習の場です。参加費等は必要ありません。

どなたでも自由に参加できるサロンです。
問い合わせは…雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

　
12
月
25
日
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
、
当
院

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
25
日
に
入
院
さ
れ
て
い
る
小

学
６
年
生
ま
で
の
小
児
患
者
さ
ん
や
誕
生

さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
、
院
内
保
育
所
の
園
児

を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届

け
る
も
の
で
す
。

　
病
棟
で
は
３
日
前
に
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ

ん
２
人
の
お
母
さ
ん
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡

さ
れ
、一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
の
登
場
に

病
棟
の
患
者
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
も
大
喜
び

で
し
た
。

　
院
内
保
育
所
「
ほ
た
る
キ
ッ
ズ
」
に
も

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
が
登
場
。

突
然
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
登
場
に
び
っ
く

り
し
て
い
た
園
児
た
ち
で
し
た
が
、
少
し

時
間
が
経
つ
と
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら

し
っ
か
り
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、

和
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　今年も大東高校生の皆さんから、患者さんへのプ
レゼントとして、手作りの素敵な　箸入れ・箸置き
をいただきました。

　外来患者さんなど、たくさんの方に手に取ってい
ただき、とても好評でした。

♪大東
高校生からのプレゼント♪

▲サンタからプレゼントを受け
取る子どもたち

▲箸入れを手に取る来院者

サ
ン
タ
が
病
院
に

や
っ
て
来
た
!!

大東高校家庭科クラブ
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菅
谷
た
た
ら
の
立
地
的
な
特
徴
に
つ
い
て
、『
語
り
部
』
で
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
菅
谷
た
た
ら
で
は
、
風
が
下
か
ら
吹
き
上
げ
て
き
ま
す
。
菅
谷

川
が
西
に
向
か
っ
て
流
れ
、
そ
の
谷
か
ら
吹
き
上
げ
る
冷
た
い
風

で
す
。

 

　
菅
谷
た
た
ら
が
菅
谷
川
と
雨あ
め

谷だ
に

川が
わ

の
合
流
点
に
建
て
ら
れ
た

の
は
、
鉧け

ら

を
砕
く
大お
お
ど
う

（
鉄
製
の
お
も
り
）
を
巻
き
上
げ
る
水
車

を
回
す
た
め
の
水
量
を
得
る
の
に
適
し
て
い
た
こ
と
と
、
菅
谷
川

か
ら
西
風
が
吹
き
あ
が
る
た
め
、
こ
の
場
所
が
選
ば
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
菅
谷
高た
か

殿ど
の

は
、
菅
谷
川
か
ら
吹
き
上
が
る
谷
風
が
屋
根
を
す
べ

り
、
炉
内
の
炎
を
吸
い
上
げ
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
す

る
と
炉
の
炎
は
ま
す
ま
す
燃
え
上
が
り
、
炉
内
の
温
度
が
上
が
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
冷
た
い
風
を
利
用
し
立
地
を
活
か
し
た
「
た
た
ら

場
」
は
、
菅
谷
た
た
ら
の
ほ
か
に
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
菅
谷

た
た
ら
で
は
、
代
々
村む
ら

下げ

た
ち
に
よ
っ
て
、
こ
の
風
と
水
を
活
か

し
た
独
特
の
操
業
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
雲
南
市
は
平
成
26
年
11
月
１
日

の
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
合
わ

せ
、「
う
ん
な
ん
健
康
都
市
宣
言
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
の

策
定
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
島

根
大
学
塩し
わ
く飽
副
学
長
お
よ
び
西
村

雲
南
医
師
会
長
に
、
宣
言
に
込
め

ら
れ
た
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

島
根
大
学
　塩
飽
副
学
長

　「
雲
南
ら
し
さ
を
表
現
し
、
親

し
み
や
す
い
宣
言
文
に
す
る
た
め

に
各
項
目
の
頭
文
字
を
出
雲
弁
で

元
気
と
い
う
意
味
の
「
ま
め
」
を

用
い
て
「
ま
め
な
か
ね
」
と
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
へ
の
道
し
る
べ
に

な
る
も
の
と
思
い
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
宣
言
文
は
市
民
み
ん
な

が
親
し
み
や
す
く
ま
た
覚
え
や
す

い
も
の
に
し
た
か
っ
た
の
で
す
」

雲
南
医
師
会
　西
村
医
師
会
長

　「
雲
南
市
は
本
当
に
良
い
町
だ

と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
自
然
は

美
し
い
し
、
食
は
お
い
し
い
し
、

何
よ
り
人
が
あ
た
た
か
い
。
だ
か

ら
元
気
で
長
生
き
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
豊
か
な
雲
南
市

で
自
分
ら
し
い
人
生
を
生
き
る
た

め
に
何
を
未
来
へ
継
続
し
て
い
け

ば
よ
い
か
を
知
恵
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
雲
南
ら
し
さ
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
」

　
委
員
長
ほ
か
９
人
の
策
定
委
員

の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
周
知
し
ま
す
。
健
康
都
市

う
ん
な
ん
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

策
定
委
員�

（
敬
称
略
）

委 

員 

長

　
塩し

　わ

　く
　
飽
　
邦く
に

　
憲の
り

�

島
根
大
学
副
学
長
・
理
事

副
委
員
長

　
西に
し

　
村む
ら

　
昌ま
さ

　
幸ゆ
き

�

雲
南
医
師
会
長

委

　
　員

　
田た

　
中な
か

　
久ひ
さ

　
隆た
か

雲
南
市
体
育
協
会
会
長

　
名な

わ

だ
和
田
　
清き
よ

　
子こ

島
根
県
立
短
期
大
学
部
学
科
長

　
星ほ
し

　
野の

　
幸ゆ
き

　
雄お

雲
南
市
立
飯
石
小
学
校
校
長

　
山や
ま

　
根ね

　
貞さ
だ

　
男お

雲
南
市
身
障
者
協
会
会
長

　
永な
が

　
瀬せ

　
　
　
晃こ
う

地
域
自
主
組
織
多
根
の
郷
代
表

　
佐さ

　
藤と
う

　
貞さ
だ

　
之ゆ
き

木
次
乳
業
有
限
会
社
代
表
取
締
役

　
三み

　
木き

　
弘こ
う

　
道ど
う

雲
南
市
社
会
教
育
委
員
会
委
員
長

　
土つ
ち

　
江え

　
博ひ
ろ

　
昭あ
き教

　育

　長

114

健
康
都
市
宣
言

　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

菅谷たたら歴史物語

第八弾 「風と水を利用した菅谷たたら山内」
さんない

▲高殿に吹く風の通り道となっている菅谷川の渓流
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このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

90

　雲
南
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
の

楽
し
さ
や
大
切
さ
を
伝
え
る
「
地
域
運
動

指
導
員
」
が
活
躍
中
で
す
。

　加
茂
町
で
は
約
20
ヵ
所
の
ふ
れ
あ
い
い

き
い
き
サ
ロ
ン
へ
出
か
け
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か

　
サ
ロ
ン
等
に
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
と
知

り
合
い
に
な
れ
、
い
ろ
ん
な
話
を
聞
き
、

楽
し
く
笑
い
な
が
ら
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
自
分
も
気
持
ち
よ
く
運
動
が
で
き
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
元
気
に
運
動
が
続

け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　活
動
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
…

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
が
広
が
る
よ
う

に
、
参
加
者
同
士
楽
し
く
お
話
を
し
な
が

ら
体
を
動
か
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
員
自
身
も
皆
さ
ん
と
楽
し
み
な
が

ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　
　サ
ロ
ン
か
ら
健
康
長
寿
を
発
信

　
多
く
の
住
民
さ
ん
に
サ
ロ
ン
に
出
掛
け

て
い
た
だ
き
、
運
動
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。運
動
を
通
し
て
、

健
康
長
寿
で
、
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
に

な
る
よ
う
指
導
員
み
ん
な
で
協
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　「う
ん
な
ん
健
康
都
市
宣
言
（
市
報
12

月
号
掲
載
）」
で
は
、「
無
理
せ
ず
で
き
る

運
動
習
慣
」
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
地
域
運
動
指
導
員
さ
ん
と
一
緒

に
サ
ロ
ン
を
き
っ
か
け
に
手
軽
な
運
動
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

45
―

０
３
０
０

地
域
運
動
指
導
員
さ
ん
を

　
　
　
　
　紹
介
し
ま
す
（
加
茂
町
）

地
域
運
動
指
導
員
さ
ん
の
声

　今年度も後２ヶ月ほどに
なりました。色々なところに

呼んでいただいて、とても素敵な一年でした。それ
では僕の今年度の「思い出ベスト3」を発表したい
と思います。
☆ベスト１　３年目で初！雲南市の高校を訪問
　元々市の仕事としては小学校や中学校のみで、高
校は対象になっていません。それで、高校から連絡
が来たときはとても嬉しかったです。一緒にチヂミ
を作りながら色々な話をしました。後日、「今まで
韓国に対するイメージが良くなかったですが、交流
の後イメージが変わりました」や、「韓国に興味が
わきました」「お互い仲良くできたらいいと思いま
す」など、丁寧な感想文を頂きました。すごく嬉し
かったです。

☆ベスト２　保育園でのサンタ役
　アメリカ出身の国際交流員
やALTがサンタ役で忙しく、
なんと韓国人の僕にもサンタ
役がまわってきました。しか
も１部はサンタ、２部は韓国
人の僕として出場し、絵本の読み聞かせ。バレない
か心配しましたが、大丈夫だったようです。
☆ベスト３　雲南夢ネット『おどろきもものき

� さんしょの木』収録
　ダニエルさんとの雲南珍道中。毎
回テーマを教えてもらえないので、
二人とも内心ドキドキでした。色々
な所へ出かけ、色々な方とお会いす

ることが出来ました。特番として、雲南在住の外国
出身者の方やUIターン者の方との座談会も＾＾

　振り返ると、とてもよい一年でした。2015年も
たくさんの方にお会いしたいです。皆さん是非呼ん
でくださいね。
　　よろしかったら私のFBも覗いて下さいね
　　　　　https://www.facebook.com/leejaejin74

うん、なんでしょう
国際交流員（CIR）の迷言コーナー

（ちょっと一息）

加茂町の地域運動指導員さん
［左上より］高

たか

橋
はし

美
み

智
ち

子
こ

さん、松
まつ

林
ばやし

弘
ひろ

美
み

さん
　　　　　 田

た

中
なか

利
り

恵
え

子
こ

さん、田
た

中
なか

幸
ゆき

恵
え

さん
［左下より］高

たか

木
き

千
ち

織
おり

さん、村
むら

上
かみ

明
あき

子
こ

さん
　　　　　 高

たか

橋
はし

恭
きょう

子
こ

さん、吉
よし

岡
おか

美
み

千
ち

代
よ

さん
（その他、坪

つぼ

倉
くら

礼
れい

子
こ

さん、出
で

口
ぐち

敏
とし

子
こ

さん、持
もち

田
だ

順
より

子
こ

さん、池
いけ

内
うち

恵
けい

子
こ

さん、金
かね

築
つき

美
み

代
よ

子
こ

さん）

こんにちは、李
イ
在
ジェ
鎭
ジン
です。

　みなさん
　セヘボンマーニパドゥセヨ
（韓国語で「あけましておめでとうございます」。
韓国は旧暦で今年のお正月は２月19日です。）



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広　告　枠

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

　

市
道
の
交
通
確
保
や
利
用
者
の

安
全
の
た
め
、
除
雪
業
務
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
20
年
以
上
従

事
さ
れ
た
次
の
43
人
の
皆
さ
ん
へ

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

【
有
限
会
社 
植
田
建
設
】

　
福ふ

く

間ま

　
泰や

す

夫お

さ
ん

　
景か

げ
や
ま山

　
弘ひ

ろ
よ
し善

さ
ん

　
青あ

お

戸と

　
洋よ

う
い
ち一

さ
ん

　
渡わ

た
な
べ部

　
　
優

ま
さ
る

さ
ん

　
友と

も
つ
か塚

　
　
悟

さ
と
る

さ
ん

　
石い

し
は
ら原

　
哲て

つ

也や

さ
ん

【
有
限
会
社 

山
根
建
設
】

　
富と

み
や
ま山

　
　
栄

さ
か
え

さ
ん

　
佐さ

藤と
う

　
礼れ

い
い
ち一

さ
ん

　
細ほ

そ

木ぎ

　
敏と

し

美み

さ
ん

　
錦

に
し
こ
お
り

織
　
輝て

る

雄お

さ
ん

　
加か

藤と
う

　
慶け

い

二じ

さ
ん

【
有
限
会
社 

高
島
組
】

　
高た

か
し
ま島

　
幹み

き

雄お

さ
ん

【
株
式
会
社 

上
代
工
務
店
】

　
矢や

壁か
べ

　
正ま

さ
ひ
ろ弘

さ
ん

【
有
限
会
社 

加
藤
組
】

　
狩か

り

野の

　
俊と

し
ゆ
き幸

さ
ん

　
加か

藤と
う

　
浩こ

う

司じ

さ
ん

【
有
限
会
社 

日
野
建
設
】

　
狩か

り

野の

　
高た

か
ゆ
き行

さ
ん

【
雲
南
建
設 

株
式
会
社
】

　
藤ふ

じ
は
ら原

　
康や

す

雄お

さ
ん

【
株
式
会
社 

常
松
土
建
】

　
岸き

し
も
と本

　
正ま

さ

己み

さ
ん

【
有
限
会
社 

高
野
土
建
】

　
川か

わ
も
と本

　
義よ

し
の
り則

さ
ん

【
有
限
会
社 

若
槻
建
設
】

　
小こ

山や
ま

　
春は

る
よ
し吉

さ
ん

【
有
限
会
社 

板
持
土
木
】

　
大お

お
さ
か坂

　
隆た

か
の
り則

さ
ん

【
株
式
会
社 

横
山
建
設
】

　
村む

ら

尾お

　
　
高

た
か
し

さ
ん

　
稲い

な
お
か岡

　
美よ

し
ま
さ正

さ
ん

【
有
限
会
社 

田
井
産
業
】

　
亀か

め
や
ま山

　
幹み

き

生お

さ
ん

【
有
限
会
社 

小
畑
土
建
】

　
奥お

く

井い

　
　
明

あ
き
ら

さ
ん

　
藤ふ

じ
は
ら原

　
　
実

み
の
る

さ
ん

【
株
式
会
社 

都
間
土
建
】

　
日ひ

の野
　
義よ

し
の
ぶ信

さ
ん

　
樋ひ

口ぐ
ち

　
　
薫

か
お
る

さ
ん

【
有
限
会
社 
若
槻
建
設
工
業
】

　
若わ

か
つ
き槻

　
達た

つ

夫お

さ
ん

【
有
限
会
社 

夢ゆ
め
の
郷さ
と
】

　
本ほ

ん

田だ

　
正ま

さ

美み

さ
ん

【
飯
石
森
林
組
合
】

　
勝か

つ

部べ

　
政ま

さ
の
り則

さ
ん

【
吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
】

　
宮み

や
ざ
き﨑

　
秀ひ

で
き
よ清

さ
ん

【
有
限
会
社 

神
田
石
材
店
】

　
神か

ん

田だ

　
壽と

し

規き

さ
ん

　
後

う
し
ろ
だ
に

谷
　
昌ま

さ
ゆ
き幸

さ
ん

【
株
式
会
社 

中
澤
建
設
】

　
湯ゆ

村む
ら

　
廣ひ

ろ

太た

さ
ん

　
岡お

か

田だ

　
　
榮

さ
か
え

さ
ん

　
原は

ら

　
　
　
武

た
け
し

さ
ん

　
妹せ

の
お尾

　
照て

る

夫お

さ
ん

【
片
石
建
設 

有
限
会
社
】

　
片か

た
い
し石

　
宏ひ

ろ
の
り憲

さ
ん

　
樋ひ

口ぐ
ち

　
裕ゆ

う

司じ

さ
ん

【
瑞
穂
ト
ー
ア
リ
ゾ
ー
ト 

株
式
会
社
】

　
小お

畑ば
た

　
　
猛

た
け
し

さ
ん

【
株
式
会
社 

藤
原
建
設
】

　
景か

げ
や
ま山

　
隆た

か

夫お

さ
ん

　
板い

た
が
き垣

　
和か

ず

人と

さ
ん

（
順
不
同
）
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　
本ほ

ん
だ田

　
寿と

し
ひ
で秀

さ
ん
（
北
海
道
旭
川
市
）

　
千ち

ば葉
　
直な

お
こ子

さ
ん
（
東
京
都
三
鷹
市
）

　
下し

も
だ田

　
　
勉

つ
と
む

さ
ん
（
東
京
都
青
梅
市
）

　
下し

も
だ田

恵え

み

こ

美
子
さ
ん
（
東
京
都
青
梅
市
）

　
廣ひ

ろ
と戸

　
利と

し
ゆ
き行

さ
ん
（
大
阪
府
高
槻
市
）

　
陶す

や
ま山

　
栄え

い
ぞ
う蔵

さ
ん
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

　
本ほ

ん
だ田

　
千ち

ほ穂
さ
ん
（
岡
山
県
岡
山
市
）

　
井い

の
う
え上

　
　
享

す
す
む

さ
ん
（
埼
玉
県
川
口
市
）

　
周す

と
う藤

　
悦え

つ
お夫

さ
ん
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

　
竹た

け
う
ち内

　
　
浩

ひ
ろ
し

さ
ん
（
大
阪
府
和
泉
市
）

　
青あ

お
と砥

　
　
愛あ

い

さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　
青あ

お
と砥

千ち

か

こ

佳
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　
塩し

お
の野

　
和か

ず
よ
し義

さ
ん
（
北
海
道
苫
小
牧
市
）

　
荒あ

ら
き木

　
太た

ろ
う郎

さ
ん
（
松
江
市
東
出
雲
町
）

information

除
雪
業
務
感
謝
状

贈
呈

information

　
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
５

　
麻
し
ん
・
風
し
ん(

Ｍ
Ｒ
混
合
）

２
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
接
種
期
間
は
３
月
末
ま
で
で

す
。
ま
だ
接
種
を
受
け
て
い
な
い

方
は
な
る
べ
く
早
め
に
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

麻
し
ん
風
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広　告　枠

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

◆
市
営
住
宅
新
築
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
２
月
５
日
（
木
）
～
２
月
13
日

（
金
）
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
市
営
住
宅
三
日
市
団
地
（
木
次

町
木
次
地
内
）
の
新
築
住
宅
（
木

造
２
階
建
・
２
Ｄ
Ｋ
、
４
戸
）

【
見
学
会
】

　
２
月
８
日
（
日
）
に
限
り
午
前

10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
新
築

住
宅
の
見
学
が
可
能
で
す
。

【
申
込
み
】

　
入
居
に
あ
た
っ
て
は
所
得
制
限

information

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管

理
事
務
所
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
会
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
２
月
５
日
（
木
）
～
２
月
13
日

（
金
）
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
２
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
募
集
期
間
中
に
公
社
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
会
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
上か

み
ご
お
り郡

団
地
（
掛
合
町
掛
合
）

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
公
社
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
、
高
齢
者
や
家
族
の
方

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
介
護

に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
の
方
は
、
本
人
・
家
族

を
問
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
者
虐
待
、
認
知
症

徘
徊
に
か
か
る
相
談
は
次
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
24
時
間
対
応
）

　☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
６

information

高
齢
者
に
関
す
る

相
談
窓
口

　そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
に
必
要

な
、
住
民
票
・
所
得
課
税
証
明

書
・
平
成
26
年
分
源
泉
徴
収
票

等
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅

管
理
事
務
所
）
へ
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

 

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　 

（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管
理
事
務

所
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
　
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
（
平
日
８
時
30

分
～
19
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日

は
休
み
）　

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

3月2日(月)

・固定資産税（第４期）
・国民健康保険料（第８期）
・後期高齢者医療保険料（第８期）

２月の税金

納期限は 3月2日(月)

　
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
方
で
小

学
校
就
学
前
１
年
間
の
方
（
平
成

20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
間
】

　
３
月
31
日
ま
で

【
接
種
方
法
】

　
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約
後
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、
麻
し
ん
・
風

し
ん(

Ｍ
Ｒ
混
合
）
２
期
予
診
票
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information

特
設
人
権
相
談
所

開
設

　
市
民
環
境
生
活
課

　
☎
０
８
５
４-
40-
１
０
３
１

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税･

市
町
村
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
中
に
納

付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
１
月
30
日
に
発
送
さ
れ
ま

す
。

　
な
お
、
今
回
発
送
対
象
と
な
る

方
は
10
月
１
日
以
降
に
今
年
初
め

て
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
で

す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

の
問
い
合
わ
せ
先
】

information

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書

　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
１
７
６
７

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
に
よ

る
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

　高齢の母が、巡回していた廃品回収業者にテレビとオルガンの回収を依頼した。
業者はそれ以外にも小型冷蔵庫やソファ、消火器などを勝手に
持ち出し「回収費用として５万円」と請求してきた。母は
そんな金額になるとは思っていなかったので「１万円し
かない」と言うと「内金として１万円を払い、残りは
振り込んで」と言われた。近日中に振り込むことにな
っているが、高額な請求に納得がいかない。

■一般廃棄物の収集・運搬は、市町村に許可をうけた事業者しか行えません。安易に廃品
　回収業者に処分を依頼することは、トラブルのもとになりやすいので注意が必要です。
■粗大ごみや不用品の処分は、市町村のルールに従って行いましょう。粗大ごみ
　に出せない製品の処分方法についてわからない場合は、購入したお店などに確
　認しましょう。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123

事

　例

アドバイス

問い合わせ

廃品回収を依頼したら高額な請求をされた！

　
都
市
建
築
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
６
５

　
雲
南
市
で
は
、
旧
耐
震
基
準
で

建
築
さ
れ
た
一
般
住
宅
に
つ
い

て
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
能
向

上
を
促
進
す
る
た
め
に
耐
震
改
修

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
補
強
計
画
・
改
修
工

事
・
解
体
工
事
を
お
考
え
の
方
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
住
宅
】

耐
震
改
修
助
成

事
業

information

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
、
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅
、
併
用

住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅
ま
た
は
共

同
住
宅
。（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

住
宅
以
外
の
面
積
が
２
分
の
１
以

下
の
も
の
）

1515
毎月第３日曜日は 「うんなん家庭の日」です

うんなん家庭の日

社会教育課　   0854－40－1073

2月は 日

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

（
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
受
付
期
間
及
び
時
間
】

　
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

⃝

月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

⃝

第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※ 

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

【
相
談
窓
口
】

◆
木
次
町
・
市
内
全
域

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

◆
大
東
町
・
加
茂
町

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
東

　
☎
０
８
５
４-
43-
５
６
７
１

◆
三
刀
屋
町
・
吉
田
町
・
掛
合
町

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
三
刀
屋

　
☎
０
８
５
４-

45-

５
１
２
２

や
困
り
ご
と
を
お
持
ち
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
大
東
町
】

　
開
設
日

：

２
月
18
日
（
水
）

　
時
間

：

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
場
所

：

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

【
木
次
町
】

　
開
設
日

：

３
月
４
日
（
水
）

　
時
間

：

午
前
９
時
～
正
午

　
場
所

：

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
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債
権
管
理
対
策
局

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
５

◆
共
同
公
売
会
と
は

　
島
根
県
と
市
町
村
が
、
県
税
・

市
税
等
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ

information

共
同
公
売
会
を

開
催
し
ま
す

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
平
成
27
年
度
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
会
募
集
を
行
い
ま
す
。

information

information

平
成
27
年
度
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ

入
会
募
集

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

雲
南
出
張
相
談
会

【
入
会
の
基
準
】

　
原
則
と
し
て
、
保
護
者
が
労
働

【問い合わせ】市外局番はいずれも（0854）です。
ちゃれんじクラブ ☎43－6848

大東総合センター保健福祉課 ☎43－6142学童クラブキリカ ☎43－3129
海潮学童クラブ ☎43－2705
加茂児童クラブ ☎49－8355 加茂総合センター保健福祉課 ☎49－8612
斐伊児童クラブ 　　   → 木次総合センター保健福祉課 ☎40－1083木次児童クラブ（※新設）　  →
三刀屋放課後児童クラブ　　→ 三刀屋総合センター保健福祉課 ☎45－9501
かけや児童クラブ　　　　　→ 掛合総合センター保健福祉課 ☎62－0056

等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
と
し

ま
す
。（
受
入
に
余
裕
が
な
い
場

合
は
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

【
募
集
期
間
】

　
２
月
23
日
（
月
）
ま
で

【
申
込
方
法
】

　
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
所
管
の

総
合
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
）

に
備
え
付
け
の
入
会
申
請
書
、
就

労
証
明
書
等
に
て
、
総
合
セ
ン

タ
ー
等
の
所
定
の
提
出
先
へ
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
子
育
て
支
援
課
）
か
ら
各
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設
時

間
、
使
用
料
等
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ

ま
た
は
所
管
の
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

え
た
財
産
を
、
入
札
方
式
に
よ
り

売
却
す
る
こ
と
で
す
。

　
水
道
局
　
下
水
道
課

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
３
４
７
１

　
平
成
27
年
度
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

受
付
は
、
各
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

管
理
課
で
行
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
２
月
２
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
７
月
31
日
（
金
）

※ 

年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
、
終

information

平
成
27
年
度
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
受
付
開
始

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

　
税
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
等
）

や
農
耕
作
業
用
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
え
機
等
）
の

所
有
者
は
、
公
道
を
走
行
す
る
、

し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
申
告
及
び

information

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト・ト
ラ

ク
タ
ー
等
の
ナ
ン
バ
ー

登
録
は
お
済
で
す
か
？

了
と
な
り
ま
す
。

【
募
集
条
件
】

　
宅
内
工
事
と
合
併
処
理
浄
化
槽

工
事
と
を
同
時
に
施
工
す
る
。

※ 

平
成
27
年
４
月
以
降
に
施
工
す

る
工
事
が
対
象
。

【
各
総
合
セ
ン
タ
ー
連
絡
先
】

　
大
　
東
　
☎
43-

８
１
６
６

　
加
　
茂
　
☎
49-

８
６
０
３

　
木
　
次
　
☎
40-

１
０
８
２

　
三
刀
屋
　
☎
45-

２
１
１
３

　
吉
　
田
　
☎
74-

０
２
１
３

　
掛
　
合
　
☎
62-

０
３
０
２

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関
の

方
々
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
２
月
25
日
（
水
）

一
部
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

二
部
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
　
雲
南
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
～
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　
☎
０
８
５
２
‐
33
‐
７
７
１
０

◆
参
加
資
格

　
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
成
人
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

簡
単
な
手
続
き
で
入
札
参
加
で
き

ま
す
。（
未
成
年
の
方
は
、
保
護

者
の
方
と
同
伴
で
参
加
く
だ
さ

い
）。

　
落
札
物
件
は
当
日
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

◆
入
札
に
必
要
な
も
の

　
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
。

【
開
催
日
時
】

　
２
月
８
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
開
催
場
所
】

　
出
雲
市
役
所

　
本
庁
１
階
く
に
び
き
大
ホ
ー
ル

【
落
札
者
の
決
定
】

　
２
月
８
日
（
日
）

　
午
後
２
時
30
分

【
代
金
の
支
払
期
限
】

　
２
月
８
日
（
日
）
午
後
３
時

【
物
件
の
一
例
】

　
革
カ
バ
ン
、
貴
金
属
、
ギ
タ
ー
、

普
通
自
動
車
、花
台
、切
手
、絵
画
、

テ
ー
ブ
ル
、
健
康
器
具
、
家
庭
用

ゲ
ー
ム
機
、
漫
画
な
ど
　
約
80
点
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自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
出
雲
地
域
事
務
所

　
☎
０
８
５
３
‐
21
‐
０
８
３
１

◆
予
備
自
衛
官
補
と
は

　
一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ

た
自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備
自

information

予
備
自
衛
官
補

募
集

衛
官
補
」
と
し
て
公
募
・
採
用
し
、

教
育
訓
練
修
了
後
、「
予
備
自
衛

官
」と
し
て
任
用
す
る
制
度
で
す
。

Ｉ
Ｔ
の
発
達
や
自
衛
隊
の
役
割
の

多
様
化
等
に
対
し
、
民
間
の
優
れ

た
専
門
技
能
を
有
効
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
般
と

技
能
の
２
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
３
月
24
日
（
火
）
ま
で
締
切
日

必
着

【
応
募
資
格
】

一
般
公
募

　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者
（
平

成
27
年
７
月
１
日
現
在
）

技
能
公
募

　
18
歳
以
上
で
、
国
家
免
許
資
格

等
を
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
、
53

歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者
（
平
成
27

年
７
月
１
日
現
在
）

　

次
の
表
の
と
お
り
、
田
井
地
区

振
興
協
議
会
で
宝
く
じ
の
助
成
金

を
活
用
し
て
除
雪
機
等
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

information

平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
が
あ
り

ま
す
。（
地
方
税
法
４
４
２
条
の

２
）

　
新
規
で
購
入
さ
れ
た
方
、
既
に

所
有
し
て
い
て
ナ
ン
バ
ー
の
付
い

て
い
な
い
車
両
を
お
持
ち
の
方

は
、
車
両
情
報
（
メ
ー
カ
ー
、
車

台
番
号
、
型
式
、
年
式
等
）
を
分

か
る
よ
う
に
し
て
、
速
や
か
に
税

務
課
ま
た
は
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ナ
ン

バ
ー
は
即
日
交
付
し
ま
す
。

【
課
税
対
象
と
な
る

小
型
特
殊
自
動
車
】

　
最
高
時
速
が
15
㎞
／
ｈ
以
下
の

も
の
で
、
か
つ
車
両
が
長
さ
４
・

７
ｍ
以
下
×
幅
１
・
７
ｍ
以
下
×

高
さ
２
・
８
ｍ
以
下
の
も
の

【
課
税
対
象
と
な
る

農
耕
作
業
用
自
動
車
】

　
最
高
時
速
が
35
㎞
／
ｈ
未
満
の

も
の
で
、
か
つ
運
転
席
が
あ
る
も

の
（
運
転
席
の
無
い
、
手
押
し
式

の
も
の
は
対
象
外
で
す
）

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
販
売
証
明
書

※ 

事
業
所
や
集
落
、
農
業
法
人
な

ど
の
車
両
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

※ 

廃
車
の
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
。（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
を
お

持
ち
出
し
く
だ
さ
い
）

※ 

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
15
日

　
商
工
観
光
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　
経
営
者
保
証
な
し
で
金
融
機
関

融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
た

ん
し
て
も
一
定
の
生
活
費
な
ど
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
「
経

営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」に
つ
い
て
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
・

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
・
会
場
】

　
２
月
13
日
（
金
）

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://k
e
ie

ish
a

h
o

sh
o

.

information

経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
・
個
別
相
談
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　
こ
の
助
成
事
業
は
、（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入
れ

る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
自
主
組
織
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
が
実
施
す
る

　
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
通
学
路

や
高
齢
者
宅
周
辺
な
ど
の
除
雪
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
や
高
齢
者
の
安
心
安
全
の

確
保
、
地
域
の
連
携
強
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成26年度コミュニティ助成事業

事業実施主体 事業内容

田井地区

振興協議会

小型動力除雪機

（２台）、ベルト

荷締機、アルミ

ブリッジ、小型動

力除雪機保管用カ

バー
除　雪　機

　
そ
の
他
に
も
資
格
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
採
用
試
験
】

一
般
公
募
・
技
能
公
募

　
４
月
10
日(

金)

～
４
月
14
日

(

火)

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

【
合
格
発
表
】
５
月
15
日(

金)

【
採
用
時
期
】
７
月
１
日
以
降

【
採
用
予
定
数
】

一
般
公
募
　
約
５
２
０
人

技
能
公
募
　
約
60
人

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.mod.go.jp/

pco/shimane

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
補

助
を
行
う
も
の
で
、
例
年
秋
に
募

集
が
あ
り
ま
す
。

以
内
に
市
へ
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

当
な
理
由
な
く
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
３
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

sm
rj.g

o
.jp

）

　
ま
た
は
、
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
ま
で

　☎
０
３-

５
９
１
３-

６
３
８
２

（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
10
時
～

午
後
５
時
ま
で
）

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
市
で
は
、
雲
南
市
男
女
共
同
参

画
計
画
　
気
づ
い
て
築
く
う
ん
な

ん
プ
ラ
ン
～
雲
南
市
Ｄ
Ｖ
防
止
対

策
基
本
計
画
～
第
２
次
計
画
（
計

画
実
施
期
間
：
平
成
27
年
度
～
平

成
36
年
度
）を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
男
女
の
人
権
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

活
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
対
等

に
参
画
で
き
る
社
会
を
私
た
ち
の

雲
南
市
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

information

第
２
次
雲
南
市
男
女
共
同

参
画
計
画
へ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）
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たたらの里山再生雇用創造推進協議会　セミナー日程
　詳しくは、たたらの里山再生雇用創造推進協議会ホームページもしくは、雲南市役所産業振興部及びハロー
ワーク雲南にチラシがありますのでご覧ください。
　林業の担い手育成講座（木材市場視察研修）
　山林での作業だけでなく、市場での木材取引や製材製品となって流通するまでの作業を実際の木材市場や
林産製品の製造販売現場を見て学ぶことができる講座です。
■開 催 日：２月 21 日（土）　　■開催時間：8:30 ～ 16:00　バスに乗車して会場へ移動します。
■視察会場：広島県森林組合連合会三次共販所及び飯石森林組合特用林産栽培施設ほか
■募集人員：25 人　　■参 加 料：無料　ただし、別途昼食代等が必要です。　
■乗車場所：たたらの里山再生雇用創造推進協議会、下熊谷バスセンター、道の駅「たたらば壱番地」
　市民参加型収集運搬システム登録者講習会
　市内の山林からバイオマスの原料となる「林地残材」を収集・搬出できるスキルを習得するため、チェー
ンソーの目立てや、造材に関する技術の習得を図ります。
■開 催 日：2 月 22 日（日）　　■受付時間：9:00 ～ 9:30　　■開催時間：9:30 ～ 15:30　　
■開催場所：たたらの里山再生雇用創造推進協議会事務所
■講　　師：合同会社グリーンパワーうんなん、みどり情報局島根　　
【問い合わせ先】たたらの里山再生雇用創造推進協議会（略称：雲南市雇用創造協議会）
　　　　　    　　　雲南市加茂町南加茂1204－1　☎0854－49－6610　FAX0854－49－6642
　　　　　       　　協議会ホームページ   http : //tatara-job.jp/
                      産業推進課　☎0854－40－1052

　
出
雲
養
護
学
校
高
等
部

　
☎
０
８
５
３
‐
43
‐
２
２
６
１

　
今
年
も
各
作
業
班
が
一
生
懸
命

製
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
真
心
を
こ
め
て
作
っ
た
製
品

を
揃
え
、
み
な
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】 information

出
雲
養
護
学
校
高
等

部
作
品
展・即
売
会

　is

　you

イ
ズ

ユ
ウ

　
学
校
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
２

　
雲
南
市
教
育
研
究
会
　
特
別
支

援
教
育
部
会
主
催
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。

　
市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
特
別

支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
が
、
心

を
こ
め
て
製
作
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
２
月
13
日
（
金
）

　
　
午
後
２
時
～
閉
館
ま
で

information

第
10
回 

雲
南
市

な
か
よ
し
作
品
展

　
水
道
局
　
営
業
課

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
５
３
２
２

①
ご
家
庭
の
蛇
口
を
全
部
閉
め

て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
定
期
的
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
水
道
を
使
用

し
て
い
な
い
の
に
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
コ

マ
左
図
参
照
）
が
少
し
で
も
回
っ

て
い
た
ら
漏
水
し
て
い
ま
す
。
漏

水
の
修
理
は
、
雲
南
市
指
定
の
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
ご
依
頼
く

だ
さ
い
。

②
長
ら
く
ご
家
庭
を
留
守
に
す
る

information

水
道
の
漏
水
に

ご
注
意
を

パイロット

　
２
月
13
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
２
月
14
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

　
ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲
　
東
館
２
階

太
陽
の
広
場

【
内
容
】

　
出
雲
養
護
学
校
高
等
部
生
徒
の

作
品
展
示

　
木
工
、
陶
器
、
ケ
ー
キ
、
手
作

り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、布
小
物
、ジ
ャ

ム
、
一
筆
箋
な
ど
の
販
売

う
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

　
２
月
２
日
（
月
）
～

２
月
27
日
（
金
）
ま
で

※ 

詳
し
く
は
、
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
合
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横
の
元

栓
を
閉
め
る
か
、
水
道
局
に
水
道

使
用
の
中
止
を
届
け
出
く
だ
さ

い
。（
届
け
出
が
な
い
場
合
、
料

金
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
）

③
ご
家
庭
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

を
境
に
、宅
内
側
の
水
道
管
等（
給

水
装
置
）
は
、
個
人
の
管
理
と
な

り
ま
す
。
給
水
器
具
の
故
障
や
漏

水
等
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

　
２
月
14
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
閉
館
ま
で

　
２
月
15
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
半

【
場
所
】

　
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
　
１
階
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デマンド型乗合タクシー

「だんだんタクシーのご案内」
【問】地域振興課　☎0854－40－1014

　高齢化が進むなか、バス停が自宅から離れていてバスが利用しにくいため、日頃の通院や買い物などに支
障がある方が多くいらっしゃいます。雲南市ではこの課題に対応するため、平成25年３月から新たに、大東
町内及び三刀屋町内で予約制のデマンド型乗合タクシー「だんだんタクシー」の運行を行っていますので、
ぜひご利用ください。

　 
　　①ご自宅まで送迎します。（道路及び気象条件によって、ご自宅まで行けない場合があります。）
　　②距離に関わらず１乗車 300円で利用できます。
　　③他の予約者と乗り合わせでのご利用になります。

【特　徴】

三刀屋だんだんタクシー時刻表

 

大東だんだんタクシー時刻表

運 行 日 ・月～金曜日 

※土、日、祝日、年末年始は運休します。 

利用料金 ・１乗車３００円 

※小学生以下、各種障がい者手帳等をお

持ちの方は、上記の半額となります。 

予約方法 ・乗りたい便の３０分前までに予約してください。 

※受付時間は、いずれも午前７時～午後

５時（平日のみ）までです。 

そ の 他  ・初めて利用される場合は、利用者登録が

必要です。 

　【予約先】大東タクシー
☎ (0854)43－2526

 有線2336－07

海潮方面⇒雲南市立病院
１便 才の峠 8:30 発
２便 才の峠 10:00 発

雲南市立病院⇒海潮方面
３便 雲南市立病院 12:00 発
４便 雲南市立病院 13:30 発

【予約先】キネマタクシー
☎ (0854)43－2280

有線2516－01

春殖・幡屋方面⇒雲南市立病院
１便 畑集会所 8:30 発
２便 畑集会所 10:00 発

雲南市立病院⇒春殖・幡屋方面
３便 雲南市立病院 12:00 発
４便 雲南市立病院 13:30 発

【予約先】㈱かみしろ
☎ (0854)43－2631

有線2518-05

阿用・久野方面⇒雲南市立病院
１便 太聖集会所 8:30 発
２便 太聖集会所 10:00 発

雲南市立病院⇒阿用・久野方面
３便 雲南市立病院 12:00 発
４便 雲南市立病院 13:30 発

海 潮 線

春殖・幡屋線

　【予約先】大東タクシー
☎ (0854)43－2526

 有線2336－07

佐世方面⇒雲南市立病院
１便 西阿用 8:30 発
２便 西阿用 10:00 発

雲南市立病院⇒佐世方面
３便 雲南市立病院 12:00 発
４便 雲南市立病院 13:30 発

【予約先】㈱かみしろ
☎ (0854)43－2631

有線2518-05

塩田方面⇒雲南市立病院
１便 すくも塚 9:30 発

雲南市立病院⇒塩田方面
２便 雲南市立病院 12:00 発
３便 雲南市立病院 13:30 発

佐 世 線

塩 田 線

阿用・久野線
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デマンド型乗合タクシー

「だんだんタクシーのご案内」
【問】地域振興課　☎0854－40－1014

　高齢化が進むなか、バス停が自宅から離れていてバスが利用しにくいため、日頃の通院や買い物などに支
障がある方が多くいらっしゃいます。雲南市ではこの課題に対応するため、平成25年３月から新たに、大東
町内及び三刀屋町内で予約制のデマンド型乗合タクシー「だんだんタクシー」の運行を行っていますので、
ぜひご利用ください。

　 
　　①ご自宅まで送迎します。（道路及び気象条件によって、ご自宅まで行けない場合があります。）
　　②距離に関わらず１乗車 300円で利用できます。
　　③他の予約者と乗り合わせでのご利用になります。

【特　徴】

三刀屋だんだんタクシー時刻表

 

大東だんだんタクシー時刻表

運 行 日 ・月～金曜日 

※土、日、祝日、年末年始は運休します。 

利用料金 ・１乗車３００円 

※小学生以下、各種障がい者手帳等をお

持ちの方は、上記の半額となります。 

予約方法 ・乗りたい便の３０分前までに予約してください。 

※受付時間は、いずれも午前７時～午後

５時（平日のみ）までです。 

そ の 他  ・初めて利用される場合は、利用者登録が

必要です。 

information

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
☎
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

　
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
２
月
19
日
（
木
）

　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

　
　
松
江
テ
ル
サ
４
階

【
対
象
者
】

・ 

平
成
27
年
３
月
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
等
の
卒
業
予
定
者
、
卒
業
後

３
年
以
内
の
既
卒
者

・ 

一
般
求
職
者

【
参
加
企
業
】

　
20
社
程
度

information

ト
リ
プ
ル
Ａ

（
面
接
会
）

　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐
２
３
４

　
島
根
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
遺
産
相
続
、
不
動

産
の
売
買
、
ロ
ー
ン
の
返
済
、
悪

質
商
法
、
裁
判
、
調
停
、
成
年
後

見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
・
登
記
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
松
江
会
場

【
日
時
】

　
２
月
21
日
（
土
）

　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】

　
島
根
県
司
法
書
士
会
館

◆
出
雲
会
場

【
日
時
】

　
２
月
21
日
（
土
）

　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】

　
今
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
島
根
県
川
本
合
同
庁
舎
２
階
）

【
日
時
】

　
３
月
３
日
（
火
）
～

　
　
　
９
月
２
日
（
水
）
６
ヵ
月

【
応
募
締
切
】

　
２
月
２
日
（
月
）
ま
で
　

※ 

定
員
未
達
成
の
場
合
は
募
集
期

間
を
延
長
し
ま
す

【
応
募
方
法
】

　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口

で
相
談
し
、「
入
校
願
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
定
日
時
・
会
場
】

　
２
月
10
日
（
火
）
午
前
11
時
・

島
根
県
川
本
合
同
庁
舎

　
島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

　
☎
０
８
５
６-

22-

２
４
５
０

　
介
護
実
務
者
養
成
科
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

【
会
場
】

　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

information

公
共
職
業
訓
練
生

募
集

　　　　　【予約先】三葉タクシー鍋 山 線 ☎ (0854)45－2121
鍋山方面⇒平成記念病院 ･JA雲南さくら支店前
１便 深谷温泉 9:00 発
３便 深谷温泉 13:00 発

JA雲南さくら支店前･平成記念病院⇒鍋山方面
２便 ＪＡ雲南さくら支店前 12:00 発
４便 ＪＡ雲南さくら支店前 14:00 発

　　　　　【予約先】三葉タクシー飯石・中野線 ☎ (0854)45－2121
飯石 ･中野方面⇒平成記念病院 ･JA雲南さくら支店前
１便 神代 8:30 発
３便 神代 13:00 発

JA雲南さくら支店前･平成記念病院⇒飯石･中野方面
２便 ＪＡ雲南さくら支店前 12:00 発
４便 ＪＡ雲南さくら支店前 16:00 発

　　　　　【予約先】三葉タクシー高窪・伊萱線 ☎ (0854)45－2121
水越前・伊萱中央⇒給下経由⇒ＪＡ雲南さくら支店前
１便 水越前・伊萱中央 8:30 発
３便 水越前・伊萱中央 12:40 発

ＪＡ雲南さくら支店前⇒給下経由⇒伊萱中央・水越前
２便 ＪＡ雲南さくら支店前 12:00 発
４便 ＪＡ雲南さくら支店前 16:00 発

市民バスの利用について（お願い）
　近年、市民バスの利用者が市全体では減少してい
る傾向にあります。一方で市民バス路線を維持して
いくためには、多額の経費を必要としております。
　バス路線を維持していくためには、市民の皆さん
の利用が必要不可欠です。地域の交通手段としての
市民バスを市民の皆様で守りましょう。
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information

合
同
労
働
相
談
会

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
☎
０
８
５
２-

28-

０
６
９
４

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

■
３
月
７
日
（
土
）

information

し
ま
ね
企
業
ガ
イ

ダ
ン
ス

　
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０

　
島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労

働
局
な
ど
の
関
係
機
関
の
共
催
に

よ
り
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」

「
賃
金
不
払
」
な
ど
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
３
月
８
日
（
日
）
10
時
～
15
時

【
場
所
】

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

（
松
江
市
学
園
南
１-

２-

１
）

【
料
金
等
】

　
無
料
（
秘
密
厳
守
し
ま
す
。）

⃝
 

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
 

事
前
予
約
者
優
先
で
す
が
、
当

日
受
付
も
し
ま
す
の
で
、直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

●

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　
学
生
の
〝
自
分
〟
商
談
会

　
～
リ
ア
ル
ア
ド
バ
ン
ス
～

■
３
月
８
日
（
日
）

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

●

午
前
10
時
～
午
後
12
時

　
　
学
生
と
企
業
の
交
流
会

●

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
合
同
企
業
説
明
会

【
対
象
者
】

　
平
成
27
年
３
月
卒
業
予
定
の
学

生
を
は
じ
め
、
県
内
で
就
職
を
希

望
す
る
方

※ 

詳
し
く
は
、「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」
の
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w

w
.g

o
g

o
-J

o
b

c
a

fe
-

sh
im

a
n

e
.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平成27年度 くにびき学園「東部校」学生募集
　くにびき学園は「地域の中で役立ちたい」というシニア世代のための学びの場です。幅広い学習活動と仲
間づくりを通して、新しい生きがいを見つけませんか。

【修学期間等】2 年間（平成27年4月～平成29年3月）・年間 40 日
【開校日・場所】毎週金曜日・いきいきプラザ島根（松江市東津田町1741－3）
【学習内容】総合講座及び専門講座（社会文化科・園芸科・陶芸科・健康福祉科）
【定　　員】各学科 25 人
【入学資格】①県内在住、平成27年4月１日現在で満60歳以上の方。
　　　　　 ②卒業後の地域活動に意欲的な方。
【授業料等】入学金 10,000 円　授業料年額 18,000 円　※資料代等が別途必要
【募集要項・願書】市町村社会福祉協議会または下記問い合わせ先等で配布します。
【出願期限】2月27日（金）まで
【問い合わせ先】くにびき学園東部校（島根県社会福祉協議会）　☎ 0852－32－5981
オープンキャンパスも開催します。詳しくは「シマネスクくにびき学園」ＨＰをご覧ください。

広　告　枠
私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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遊学の郷加茂子どもの居場所づくり教室

◇
今
回
は
家
族
へ
送
り
合
う
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

【
今
回
は
三
刀
屋
町
の
方
々
の
感
謝
の
手
紙
で
す
。】

vol.49感謝の手紙日本一短い

　
　お
か
あ
さ
ん
へ

し
ゅ
く
だ
い
を
お
し
え
て
く
れ
た
り
、
よ
る
ご
は
ん

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
か
ら
だ
い
す
き
だ
よ
。わ
た
し
、

こ
ん
ど
か
ら
が
ん
ば
る
よ
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
す
め
よ
り

　
　娘
へ

い
つ
も
明
る
く
お
話
し
て
く
れ
て
、
お
母
さ
ん
の
疲

れ
も
い
や
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　お
か
あ
ち
ゃ
ん
よ
り

　
　お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
へ

い
つ
も
く
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
つ
れ
て

い
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
か
ぞ
く
み
ん
な
で
で

か
け
る
の
は
た
の
し
い
な
。

　
　
　む
す
こ
よ
り

　
　む
す
こ
へ

い
つ
も
で
か
け
る
と
き
は
み
ん
な
い
っ
し
ょ
だ
よ

ね
。
こ
ど
も
た
ち
の
え
が
お
に
、
お
と
う
さ
ん
お
か

あ
さ
ん
も
い
や
さ
れ
て
い
る
よ
。

　
　
　
　
　
　お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
よ
り

　
　お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
、仕
事
で
い
そ
が
し
い
の
に
、ご
は
ん
を
作
っ

た
り
大
変
だ
と
思
う
け
ど
が
ん
ば
っ
て
ね
。
毎
日
あ

り
が
と
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　娘
よ
り

　
　娘
へ

あ
な
た
の
そ
の
言
葉
で
お
か
あ
さ
ん
は
ど
ん
な
に
疲

れ
て
い
て
も
元
気
に
な
れ
る
し
、
一
番
の
栄
養
ド
リ

ン
ク
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　お
母
さ
ん
よ
り

　
こ
の
教
室
で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
、
交
流
セ

ン
タ
ー
の
休
館
日
を
除
く
放
課
後
や
土
曜
日
に

「
子
ど
も
の
居
場
所
」
の
提
供
と
、
毎
月
一
回

土
曜
日
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
居
場
所
」
で
は
、
約
束
を
作
っ
て
、

宿
題
を
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

今
一
番
の
人
気
は
卓
球
で
す
。

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
は
、
第
４
土
曜
日

が
休
み
と
な
っ
た
平
成
８
年
よ
り
、
子
ど
も
達
へ

の
社
会
教
育
の
場
と
し
て
開
い
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
７
コ
ー
ス
（
日
本
の
心
・
工
作
ト
ラ
イ
・
絵

を
か
い
て
み
よ
う
・
て
づ
く
り
ぐ
み
・
保
育
士
ト

ラ
イ
・
ア
イ
ラ
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
・
き
っ
ず
園
芸
）

に
59
人
が
、
年
間
を
通
し
て
毎
月
１
回
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
各
コ
ー
ス
で
は
習
得
し
た
こ
と

の
発
表
の
場
と
し
て
、
加
茂
よ
っ
と
い
で
祭
り
へ

の
参
画
、
福
祉
施
設
で
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、

「
ふ
る
ま
い
向
上
」
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
貢
献

活
動
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後

  

子
ど
も
教
室
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子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール2 月 図書館だより図書館だより
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イベント案内
☆おはなしチューリップたのしい絵本の会　21日（土）11:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼五木寛之「親

しん
鸞
らん

　完結篇㊤㊦」▼上田秀
ひで

人
と

「鳳
ほう

雛
すう

の夢」▼奥田英
ひで

朗
お

「ナオミとカ
ナコ」▼北原亞

あ
以
い

子
こ

「化
け

土
とう

記
き

」▼黒川博行「後妻業」▼黒野伸一「脱・限界集落
株式会社」▼堂

どう
場
ば

瞬
しゅん

一
いち

「誤
ご

断
だん

」▼ねじめ正一「認知の母にキッスされ」▼林 真理
子「大

お
原
はら

御
ご

幸
こう

」▼誉
ほん

田
だ

哲也「インデックス」▼唯
ゆい

川
かわ

 恵
けい

「逢
おう

魔
ま

」▼関 裕二「天皇と
鬼　古代史最大の謎を読み解く」▼瀧山幸

ゆき
伸
のぶ

「一度は行ってみたい街並発見」▼内
田 樹

たつる
「街

まち
場
ば

の戦争論」▼本
もと

澤
ざわ

巳
み

代
よ

子
こ

「よくわかる家族法」▼乙
おと

武
たけ

洋
ひろ

匡
ただ

「社会不満
足」▼橋本正明監修「写真とイラストですぐわかる！安全・やさしい介護術」▼池

いけ

谷
や

 浩「土砂災害から命を守る」▼寺本 純
じゅん

「頭痛薬が効かない頭痛になったとき読
む本」▼倉澤治

はる
雄
お

「原発ゴミはどこへ行く？」▼小山 稔「青色ＬＥＤ開発の軌跡」
▼浜内千

ち
波
なみ

「おからレシピ100」▼金
かな

丸
まる

弘
ひろ

美
み
「幸福な田舎のつくりかた」▼Ｅ

え
ｍ

み
i「子

どもの写真整理術」▼戸
と

高
だか

雅史「はじめよう親子登山」

加茂図書館　☎0854-49-8739
２月の休館日　毎週木曜日、11日（水・祝）、月末整理休館：28日（土）

掛
　合

保育園開放日

夢の子園 保 育 所 開 放 日 25日㈬   9:00 ～ 11:00
昼 食 試 食 会 25日㈬（要予約・〆切18日） 11:00 ～ 12:00

支援センター (分室：掛合体育館)

好老センター 節分～豆まき～（要予約）  ４日㈬   9:30 ～ 11:00
フ リ ー ス ペ ー ス 17日㈫   9:00 ～ 11:00

分　室 子 育 て 相 談 日 18日㈬   9:30 ～ 11:00
お 話 の 日 19日㈭ 10:30 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713　 　 　 　 　 　  ▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

　 　 　 　 　 　  

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所  ５日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所 18日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター スイートポテトづくり 18日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談  ２日㈪   9:30 ～ 11:00
あそぼう広場  ６日㈮ 10:00 ～ 10:30
おはなし会 17日㈫ 10:00 ～ 10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

オ ニ の 面 作 り  ２日㈪ 10:00 ～
誕生会（誕生児は要予約）と節分  ３日㈫ 10:30 ～
３ Ｂ 体 操（ １ 歳 半 以 上 ）  ５日㈭ 10:00 ～
リトミック（23年度生まれ） 12日㈭ 10:00 ～
ミュージックケア（１歳半未満、要予約） 13日㈮ 10:00 ～

出前保育
日登交流センター 18日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベビーマッサージ（３～７ヵ月、要予約） 17日㈫ 10:00 ～
育児相談 27日㈮ 9:30 ～ 11:00受付
妊婦サロン（要予約） 27日㈮ 10:00 ～

社協子育てサロン(にこにこクラブ) (参加費　一家族100円)
高齢者コミュニティーセンター 25日㈬ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター（斐伊保育所併設） ☎42-2030
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会木次支所 ☎42-9080

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お 茶 会（ ※ 要 予 約 ）  ２日㈪ 10:00 ～（１時間程度）
た ん ぽ ぽ ひ ろ ば

（ 節 分 の 会 ）  ４日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
た ん ぽ ぽ ひ ろ ば

（ お は な し カ フ ェ） 18日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
誕生会（※誕生児は要予約） 25日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

教室・相談

加茂子育て支援
センター

離乳食もぐもぐ教室（５～６ヵ月児）  ５日㈭ 10:00 ～（※要予約）
離乳食もぐもぐ教室（７～８ヵ月児） 12日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談 16日㈪   9:30 ～ 11:30
離乳食もぐもぐ教室（９～ 11 ヵ月児） 19日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター プチつくしっこひろば 27日㈮ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

大
　東

教室・相談
大東子育て支援センター

（あおぞら保育園２階） 子 育 て 相 談 13日㈮、27日㈮ 10:00 ～ 16:00
大東健康福祉センター テ ー マ 別 遊 び 教 室 10日㈫   9:30 ～ 11:30
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ２日㈪   9:30 ～ 11:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ４日㈬   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 12日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 13日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
幡屋交流センター 16日㈪   9:30 ～ 11:30
佐世交流センター 19日㈭   9:30 ～ 11:30
大東健康福祉センター 20日㈮   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

イベント案内
☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～
　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼阿部和

かず
重
しげ

、伊
い

坂
さか

幸太郎「キャプテンサンダーボルト」▼加納朋子「はるひのの、はる」
▼神

かみ
永
なが

 学「浮
うき

雲
くも

心霊奇
き

譚
たん

」▼川上元気「億
おく

男
おとこ

」▼川上弘美「水
すい

声
せい

」▼下
しも

村
むら

敦
あつ

史
し

「闇
に香る嘘」▼辻村深

み
月
づき

「家族シアター」▼万
ま

城
き

目
め

 学[ほか]「みんなの少年探偵団」
▼藤

ふじ
谷
たに

 治
おさむ

「全員少年探偵団」▼矢
や

崎
ざき

存
あり

美
み
「食堂つばめ４」▼山本一力「べんけい飛脚」

▼山本幸
ゆき

久
ひさ

「店長がいっぱい」▼東
ひがし

田
だ

直樹「ありがとうは僕の耳にこだまする」▼
姜
かん

 尚
さん

中
じゅん

「心の力」▼桐原健
けん

真
しん

「吉田松
しょう

陰
いん

」▼養
よう

老
ろう

孟
たけ

司
し

「『自分』の壁」▼森田知
ち

都
ず

子
こ

「ふろしき自由自在」▼上田 諭
さとし

「不幸な認知症幸せな認知症」▼門
かど

田
た

隆
りゅう

将
しょう

「『吉
田調書』を読み解く」▼日本農業新聞取材班「鳥

ちょう
獣
じゅう

害
がい

ゼロへ！」▼街道めぐりの会
編「地図と写真から見える！日本の歴史街道をめぐる！」▼蛭

えび
子
す

能
よし

収
かず

「ひとりぼっ
ちを笑うな」▼佐藤 蕗

ふき
「親子で笑顔になれる“魔法の手作りおもちゃ”レシピ」

▼百
ひゃく

田
た

尚樹「殉
じゅん

愛
あい

」▼関 良
りょう

一
いち

「子どもと登るはじめての富士山」

大東図書館　☎0854-43-6131
２月の休館日　毎週金曜日、11日（水・祝）、月末整理休館：28日（土）
特別整理休館：３月１日（日）～ 14日（土）〔蔵書点検・配架修正等の作業のため〕

イベント案内
☆よみかたりのじかん　　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼唯

ゆい
川
かわ

 恵
けい

「逢
おう

魔
ま

」▼門井慶
よし

喜
のぶ

「注文の多い美術館」▼湯本香
か

樹
ず

実
み

「夜の木の下で」
▼堂場瞬

しゅん
一
いち

「誤
ご

断
だん

」▼柚
ゆず

木
き

麻
あさ

子
こ

「王妃の帰還」▼黒岩 勉（東
ひがし

川
がわ

篤
とく

哉
や

 原案）「謎解き
はディナーのあとで 風

かざ
祭
まつり

警部の事件簿」▼桜
さくら

庭
ば

一
かず

樹
き
「G

ゴ シ ッ ク
OSICK B

ブ ル ー
LUE」▼ダニエル・

フリードマン「もう年はとれない」▼重松 清「この人たちについての14万字ちょっ
と」▼瀬戸内寂聴、堀江貴文「死ぬってどういうことですか？」▼後藤正

まさ
治
はる

「天
てん

人
じん

 
深
ふか

代
しろ

惇
じゅん

郎
ろう

と新聞の時代」▼坂東眞理子「時は移り、時は実る」▼高井昌
まさ

史
し

「本の力」
▼二

ふた
神
がみ

能
のう

基
き

ほか 監修「働かない息子・娘に親がすべき35のこと」▼大川 翔
しょう

「ザ・
ギフティッド 14歳でカナダのトップ大学に合格した天才児の勉強法」▼島本美由
紀 監修「冷蔵庫超

スーパー
片付け術」▼アクティブシニア『食と栄養』研究会ほか 監修「100

歳まで元気！寝たきりにならない簡単体操と食事法」▼市川喜
よし

仁
ひと

「女性なら知って
おきたい『遺伝性がん』のこと」▼鈴木大介「最貧困女子」▼立川談志「努力とは
馬鹿に恵

あた
えた夢である」▼日本ヴォーグ社 編「いつでも手づくりルームシューズ」

木次図書館　☎0854-42-1021
２月の休館日　毎週月曜日、11日（水・祝）、月末整理休館：28日（土）
特別整理休館：３日（火）～ 15日（日）〔蔵書点検・配架修正等の作業のため〕
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ２日㈪

9:30 ～加茂子育て支援センター 16日㈪
掛合子育て支援センター 18日㈬
木次子育て支援センター 27日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 27日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 17日㈫ 9:30～

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ２日㈪ 18:30～20:30
田井交流センター  ５日㈭

19:00～21:00大東交流センター 10日㈫
下熊谷交流センター 16日㈪
掛合まめなかセンター 18日㈬

◆休日がん検診（要予約）
三刀屋文化体育館アスパル 15日㈰   9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ５日㈭ 13:00～（４か月児）

13:30～（10か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 12日㈭ 13:00～（４か月児）

13:30～（10か月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 19日㈭ 13:00～（１歳６か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 25日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
こころの健康＆もの忘れ相談  ４日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  5日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
雲南サロン「陽だまり」 12日㈭

26日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 16日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 18日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 18日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
交通事故巡回相談 出雲市役所 19日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 20日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638

２月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

皆様のご協力をよろしくお願いします。
木次町
雲南消防本部・
雲南消防署

18日㈬
  9:00～11:15

ゼンキンメタル 12:00～13:00
雲南市役所本庁舎 14:30～17:30

献血�【問】市民環境生活課　☎ 40-1031

◆雲南市障がい者支援活動
料理教室　（参加費500円） 大東健康福祉センター 20日㈮ 10:00 ～

【問】地域活動支援センター　パレット　☎ 45-0020

　【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854。 

第26回島根県スポーツ・レクリエーション祭“スポレク広場”
健常者と障がい者によるスポーツ・レクリエーション活動連携事業モデル事業

みとやスポーツクラブ
スポーツフェスティバル�
親子で、家族で、みんなで軽スポーツにチャレンジしよう♪ス
ポーツ吹矢など楽しいスポーツがいっぱい！スタンプラリーも
開催！！いろいろなスポーツにチャレンジしてスタンプを集めよ
う♪スタンプを集めると『オリジナル缶バッジ』プレゼント！！

 と　き  ２月８日（日）13:30～16:00
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 参加費  100円
※申込み不要、運動のできる服装で上履き持参のうえ参加してください。
　　　　　【問】みとやスポーツクラブ
 （アスパル内）　☎0854-45-9222

NPO法人Yu-Gaku加茂スポーツクラブ
　 
みんなで楽しく体力づくり♪ヨガやヒップホップダンス、バ
スケ３on ３、カローリング、ストラックアウトなど体験で
きるよ♪体づくりについての講演会や体にやさしいごはんの
お店も出店します。みんなで楽しく体力づくりしましょう♪

 と　き  ２月21日（土）10:00～16:00
 ところ  大東公園体育館
 内　容  
　10:00～11:00　講演会「体とのつきあい方を知る」

島根大学医学部教授　内
うち

尾
お

裕
ゆう

司
じ

さん
　11:00～12:00　チェックと予防運動
　13:00～　　　  ヨガ、ヒップホップダンスなど
 参加費  300円
 申込み  ２月10日（火）までに大東公園市民体
育館まで連絡してください。
 【問】大東公園体育館　☎0854-43-5511

参加者には
豚汁もあるよ♪
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人　口･･ 40,962人（－77人）

世帯数･･ 13,812世帯（－36世帯）
平成 27 年 1 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,316人（－50人）

男　性･･ 19,646人（－27人）

I N F O R M A T I O N

第28回 カキまつり�
 と　き  ２月１日（日）
� 10:00 ～　特産品販売
� 11:00 ～　カキ販売開始（予定）
 ところ  道の駅「掛合の里」前

　【問】掛合町ふるさとまつり実行委員会
 （掛合総合センター内）　☎0854-62-0300

演劇のまち雲南チェリヴァホール版
「青木さん家の奥さん」�

 と　き  ２月１日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２Ｆホール）
 入場料  【全席自由・前売】（当日各500円増）

 一般2,000円、高校生以下500円
 ※未就学児無料

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

ヤン・ヴァンデルロースト指揮

雲南ウィンドオーケストラコンサート�
～ALLヤン・ヴァンデルローストプログラム～

 と　き  ２月15日（日）14:30開場 15:00開演
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（大ホール）
 入場料  【全席自由・前売】（当日各500円増）

 一般2,000円、高校生以下1,500円
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

ラメールミュージカルスクール公演2015

「エンシェント　ラブ」�
 と　き  ２月28日（土）15:30開場 16:00開演
� ３月１日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  加茂文化ホール�ラメール（大ホール）
 入場料  【１階/指定席】
 　一般1,000円、高校生以下500円
 【２階/自由席】前売500円、当日800円
 【問】ラメール　☎0854-49-8500


